















































り (佐久間 (1952)､芳賀 (1954)､佐治 (1957)､渡辺 (1968)など)､例えば､佐治
(1957)では､｢ネ､ナ､ヨ､ヤ､エ､ィ､サ｣を ｢聞き手めあて｣の終助辞 (第1類)､
｢ワ､ トモ､ゾ､ゼ､カ｣を ｢判断めあて｣の終助辞 (第2類)と分類し､前者のグルー
プを聞き手に対する態度のあり方によって､
ね ｡な----- --話しかけ問いかける気持







































































































































叫叫㌦ -一一㌦ 聞き手めあで性 文体的特徴
使用される ｢ナ｣ なし 男女差なし
あり 男性語的 (ぞんざい)
使用される ｢ネ｣ あり 男女差なし




















































奈緒 ト -どうしてかな｣ (野沢尚 ｢結婚前夜｣)
(22)奈緒 ｢この町は､久しぶりですか?｣
















































((29)､(30))や呼びかけ語 ((31)､(32))の ｢ネ｣と ｢ナ｣の間にも並行的に存在する｡
(29) ｢今虫､下の部屋のベランダから黒い男が道に飛び出して来たの｡絶対泥棒よ｡





奈緒 ｢服､貸してくれない｣ (野沢尚 ｢結婚前夜｣)
(32)楯夫 ｢(妙案を思いついて)をあ｣
雅人 ｢うん?｣








































































































































































































(53) ｢純子､起きなさい !｣ (赤川次郎 ｢女社長に乾杯 !(上)｣)
(53')｢*純子､起きなさい垂 !｣
のような､純然たる命令は､丁寧体であっても ｢ネ｣は共起しないが､


















1) 聞き手知識の非存在を想定する ｢ヨ｣と聞き手知識の存在を想定する ｢ネ｣が複合するとい
う矛盾､知識の相互的共有の確認は無限遡及に陥るという､いわゆる ｢相互知識のパラドク
ス｣の問題など｡
2) 言うまでもないことであるが､｢行くな｣(禁止)や ｢行きな｣(命令)などの ｢ナ｣は､考察
の対象外である｡
3) 上野 (1972)にも､｢花子は出かけた垂 ｣は ｢男女の別を問わず､他である聞き手に対して用
いることが出来るが｣､｢花子は出かけた皇 ｣は ｢話し手が女性の場合には自分自身に話しかけ
ている場合に用いるものと思われる｣という指摘がある｡
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